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研究成果の概要 

近年，隕石中の有機金属化合物の存在が報告されている。これらは，初期太陽系内の隕石母天体におけ

る水－鉱物－有機物の相互作用で生じたことが示唆され，隕石有機物の形成・化学進化過程にブレーク

スルー的な新たな知見をもたらす物質と考えている。本研究では，①始原的隕石の化学分析:有機金属

化合物の描像 (化学組成，存在度，化学構造など)の調査，②合成/天然試料を用いた隕石母天体を模擬

した実験 の 2 つのアプローチにより，隕石中の有機金属化合物の形成過程や，隕石有機物の形成や化

学進化にどのように関わっているのかについて研究を進めている。 

今年度の進行状況は下記のとおりであり，おおむね順調に進行している。 

① 4 種の始原的隕石のメタノール抽出画分について，HPLC-MS を用いた定性分析を行い，Mg を含む

有機金属化合物種を約 150 種同定した。それらの存在度は，隕石が経験した水質変質と熱変成の程

度，どちらにも正の相関が見られ，化合物の化学組成と存在度について詳細な解析を進めている。

また，高速向流クロマトグラフィー (HSCCC)を用いた化合物の分離•化学構造推定を進めており，

標準試料を用い，少量の試料導入で成分分離可能な条件 (溶媒種，流量など)を検討中である。 

② 合成/天然鉱物 (無水•含水ケイ酸塩，酸化物など)，星間氷の化学組成を参考に調整した溶液を用い

て，水質変質を経験した隕石母天体環境を模擬した実験を行った。反応物のメタノール抽出画分の

HPLC-MS 分析を行い， 始原的隕石中の Mg を含む有機金属化合物種と同じ組成をもつ化合物を約

100 種同定した。それらの存在度と鉱物種や溶液の化学組成との関係，隕石試料の分析結果との比

較を進めている。今後，温度と反応時間を変化させた実験や生成した有機物種の分析を進め，有機

金属化合物の形成過程，隕石有機物の形成や化学進化への影響について解明を目指す。 
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